
 

 

 

 

 

 

◆後期の始業に際して≪後期始業式の言葉≫◆ 

校長 山口 鉄也  
秋休みも終わり、今日（10月 11日（水））から後期が始まりました。気持ちを新たにし

て、学校として、そして個人としても良いスタートをしたいと思います。 
学校全体としては・・・ 
前期は、各感染症の拡大防止対策をしながら、３年生の修学旅行や、また体育祭などの

主な行事を実施することができました。後期には、２年生の自然教室、１年生の校外学習、
そして貝塚祭などの行事があります。特に、貝塚祭では、前年度に続き、全校生徒が一つ
の会場で一日を過ごすことを予定しています。加えて、今年度は 40周年の節目である行事
も含まれます。同じ空間で全校生徒が共に過ごす時間を、大事にしてほしいと思います。
そして、後半は、３年生の進路実現や卒業、また、１・２年生は送別、進級といった良い
しめくくりができるようにしましょう。 
各個人としては・・・ 
前期の自分の取り組みをふまえ、後期に新たな目標をもって生活をしてほしいと思いま

す。また、そのためには、お互いが安心できる学校生活をみんなでつくっていくことが、
何より大切だと思います。多くの人が自分のことで精いっぱいかもしれません。でも、こ
れまでよりも更に周りの人に対する気遣いを大事に、実りの多い秋、そして冬に向かって
いけたらと思います。皆さんの活躍に期待しています。 

 

◆貝塚祭・創立 40周年記念式典◆ 

 10月 19日（木）、穏やかな天候のもと、四街道市文化センターにおいて貝塚祭・創立 40
周年記念式典が行われました。合唱の部はどのクラスも本番直前まで熱心に練習を積み重

ね、最高のパフォーマンスを発表できるように準備をしていました。しかし、残念ながら
当日の朝、10名以上の欠席連絡がすぐーるで入り、急遽学級閉鎖の措置をした学級が出て
しまいました。 
生徒はもちろん、職員にとってもほぼ初めての会場での開催のため、準備や運営上で戸

惑う部分もありましたが、合唱の発表についてはどの学年も素晴らしいものでした。講師
の先生の講評も、どのクラスもとても素晴らしく、学年が上がるにつれて専門的な評価が
高くなり、3年生においては「流石…」といったものでした。 
演劇部の発表は、上演時間の関係でずいぶんと苦労をしながら練習をしていました。当

日はとても素晴らしい演技で観客を魅了しました。 
創立 40周年記念式典では、記念事業実行委員長、校長、来賓の方の話の後、桜林高等学

校少林寺拳法部と和太鼓部のコラボによる演武演奏が行われました。和太鼓の力強い音が

ホールに響き渡りその迫力に圧倒されました。ばちさばきや一つ一つの所作もすごく格好
の良いもので、生徒たちはステージの上に目が釘付けになっていました。また、２曲目は
少林寺拳法部の組手が合わせて披露され、和太鼓のリズムと相まって緊張感のある素晴ら
しいものでした。演武演奏を披露した高校生の中には、本校出身の生徒もおり、その生徒
は先日行われた国際大会で世界４位になったとも聞き、とても誇らしく感じました。 
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金賞 １年生 １組       ２年生 ６組       ３年生 ４組 

 

 

 

 

 

 

 最優秀賞 ３年生 ３組           演劇部「BREATH」 

 

 

 

 

 

 

実行委員長・来賓あいさつ        桜林高等学校 和太鼓部 

 

 

 

 

 

 

      桜林高等学校 少林寺拳法部           貝塚祭 閉会式・表彰 

最優秀指揮者賞 3年 1組 女子生徒  最優秀伴奏者賞 3年 3組 女子生徒 

 指揮者賞 3年 3組 女子生徒  2年 3組 女子生徒  1年 5組 女子生徒 

 伴奏者賞 3年 2組 女子生徒  2年 2組 女子生徒  1年 2組 女子生徒 

◆感染症の予防について◆ 

秋季休業明けより、市内においてインフルエンザや新型コロナウイルス感染症による学
級閉鎖や学年閉鎖を実施する学校が増えております。貝塚中学校も、学級閉鎖を実施して
いる学年もあり、生徒の健康観察の徹底や換気、手洗い等、感染症の予防に努めるように
しています。各家庭におきましても以下の点について、ご協力いただきますようお願いい
たします。 
・栄養バランスのよい食事の摂取や十分な休養・睡眠をとる。 
・毎日の健康観察を丁寧に行う。 
・体調が悪い場合には、無理をせずに早めに休養をとる。 
・医療機関で感染症等の陽性と診断された場合には、療養期間をすぐーるで伝えてく 
 ださい。 

※治癒後登校の際には、インフルエンザにおける療養報告書の提出をお願いします。 


